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１　はじめに
　日本におけるサツマイモ茎葉部の利用
は、えぐみが少なく食べやすい茎葉利用用
品種の‘すいおう’などがリリースされてい
るが、地域や用途が限られた活用にとど
まっている。しかし、アフリカ、東南アジ
ア、台湾や韓国においては、一般的にサツ
マイモの茎葉も葉物野菜として食べられて
おり、その栄養価は、食物繊維1）だけでな
くタンパク質やビタミン・ミネラルが豊富
に含まれ、緑黄色野菜以上である2、3）。さ
らにサツマイモ茎葉には、機能性成分であ
るルテインやポリフェノールが高含量であ
ることが特徴的で、他の野菜と比較すると
群を抜いて多い4）。そのポリフェノールは、
カフェ酸（CA）とカフェオイルキナ酸類
であるクロロゲン酸（ChA）、3,4-ジカフェ
オイルキナ酸（3,4－DCQA）、3,5-ジカフェ
オイルキナ酸（3,5－DCQA）、4,5-ジカフェ
オイルキナ酸（4,5－DCQA）、そして3,4,5-
ジカフェオイルキナ酸（3,4,5-TCQA）を
主体としており、先の機能性特集号No.135
で特性が詳細に説明されている5）。また、
それらの機能性は抗酸化能だけでなく、抗
変異原活性6）、がん細胞増殖抑制活性7）な
ど多岐にわたる。さらに、これらのカフェ
酸およびそれぞれのカフェオイルキナ酸類

は、含量の差はあるものの、すべてのサツ
マイモの品種系統に存在することが報告さ
れているため8）、機能性素材としての茎葉
は十分に確保できる。
　現在日本では、飽食と高齢化の影響で生
活習慣病患者数が増加しており、その一つ
である脂質異常症が疑われる人は1,400万
人で、予備軍まで含めると4,200万人とい
われている。脂質異常症は血液中の中性脂
肪（TG）もしくは、総コレステロール

（T-CHO）、LDL－コレステロール（LDL-C）
値が高いこと、HDL－コレステロール

（HDL-C）値が低いことのいずれかが続く
状態であり、動脈硬化症に関わる大きな要
因になる。この改善には体脂肪を減少させ
ることが有効であるため、食事療法と運動
療法が行われる。その食事療法では、総摂
取エネルギー・栄養素配分の適正化ととも
に食物繊維の摂取が推奨されている。また
近年、ポリフェノール類の摂取による体脂
肪の減少がいくつか報告された9、10、11）。こ
れらを考慮し、食物繊維とポリフェノール
の両方を多量に含み、未利用資源として豊
富に存在するサツマイモ葉を対象に、高脂
肪食で飼育したラットの脂質代謝へ与える
影響について検討を行った12）ので、その内
容を紹介する。
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２ 　サツマイモ葉の基本成分とポリフェ
ノール

　サツマイモ葉（品種名：コガネセンガン）
100g新鮮重量当たりの栄養素は、水分
89.0g、タンパク質3.9g、脂肪0.8g、炭水化
物1.0g、灰分1.2g、食物繊維4.1gを含んで
いた。また、エネルギーは35Kcalで、食
塩は３mg含んでいた（表１）。

　
成分

（100g生重）
水分（g） 89.0
タンパク質（g） 3.9
脂質（g） 0.8
炭水化物（g） 1.0
灰分（g） 1.2
食物繊維（g） 4.1
エネルギー（kcal） 35.0
食塩（mg） 3.0

表１　サツマイモ品種‘コガネセンガン’の栄養成分12）

　つまり、Ishidaら2）の報告と同様に、コ
ガネセンガンの葉における栄養成分は、野
菜としてはタンパク質含量が高く、炭水化
物含量が低く、食物繊維含量も高いという
特徴が今回も示されている。また、サツマ
イモ葉には、豊富なポリフェノールが含ま
れていることが報告されているが、今回の
コガネセンガン葉サンプルには11.50gクロ
ロゲン酸（ChA）換算量／100g乾燥重量
と乾物重量の10％以上もの量が含まれてい
た。その内、カフェオイルキナ酸類（CQAs）
はChAが1.42g、3,4-DCQAが1.81g、3,5-
DCQAは3.12g、4,5-DCQAは0.48g、3,4,5-
TCQAは0.10g／100g乾燥重量含まれてお
り、ジカフェオイルキナ酸の３種類を合わ
せると5.41g DCQAs／100g乾燥重量と全

体の約半分を占める。また、CQAsの抗変
異原活性はChA＜DCQAs＜TCQAと強
くなることから6）、DCQAsおよびTCQA
の摂取による健康機能性効果が期待され
る。

３ 　サツマイモ葉と高脂肪食をラットに
35日間与えた変化

　高脂肪食（HFD）に対してサツマイモ
葉（SPL）を１％、３％、５％の割合（v/
v）で添加した３群を設定し、ラットに35
日間の食餌摂取をさせた。35日間飼育後の
結果、HFD群は十分な肥満を起こした。
一方、SPLを摂取したすべての群は濃度依
存的に体重増加が抑制され、SPL５％群は
HFD群に対して有意に減少した（表２）。
また、解剖後の肝臓および腎臓重量は群間
に差はなかったが、脂肪組織重量に顕著な
差が現れ、すべてのSPL群はHFD群に対
して有意に減少した。またその減少量は、
SPL添加量に対して濃度依存的である傾向
が見られた。これらの結果より、SPLの食
餌摂取は、体脂肪のみを減少させる効果が
あることが示された。この効果がSPLに
含まれる何に由来するものなのか（例えば
食物繊維、ビタミン類、ポリフェノール類
など）、もしくは複合的に効果があるもの
なのかについては今後の解明すべき課題で
ある。
　次に、35日間のSPLとHFDの同時摂取
が血漿の脂肪組成および血糖値に対する影
響を、表３に示した。血漿の中性脂肪（TG）
値はSPLの添加量が増加するにつれて減
少し、SPL５％群でHFD群に対して有意
差が得られた。総コレステロール（T-CHO）
値はSPL１％、３％群でHFD群に対して
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有意に低下した。このことから、T-CHO
値に関するサツマイモ葉の効果は、TG値
に比べて低濃度で効果があることが想定さ
れ る。 一 方、HDL－ コ レ ス テ ロ ー ル

（HDL-C）値は群間に差は認められなかっ
た。サツマイモ葉に含まれるCQAsは糖尿
病の要因の一つであるα-グルコシダーゼ
阻害活性が報告されている13）。そのため、
HFD摂取で肥満に対する血糖値に影響を
与えるかを検証した。血糖値（グルコース）
はSPL１％群でHFD群に対して有意に減

少した。血糖値もT-CHO値と同様に、TG
値に比べると低濃度での効果があるのでは
ないかと推測される。
　以上の結果より、HFDと共にSPLを摂
取することで、血中のTGは濃度依存的な
減少効果が見られ、T-CHOおよびグルコー
ス値については、TG値に比べると少量の
SPLから減少効果を示すことが示された。
SPLの摂取により体脂肪の減少が認められ
ただけでなく、血漿の脂肪組成および血糖
値においても低減効果が認められたことか

表２　サツマイモ葉と高脂肪食を35日間摂取したラットの体重、食事摂取量と組織量12）

平均値±標準偏差（n=７）．
同じ列で異なるアルファベットを記したものは有意に異なる（p＜0.05）．
HFD：高脂肪食、HFD＋SPLP：高脂肪食＋サツマイモ葉粉末.

HFD
HFD +SPLP

1% 3% 5%
体重 （g）
　開始時 147.3　±　5.16 147.3 ±　4.80 147.3 ± 5.09 147.3 ±　4.84
　終了時 425.0　± 24.97 a 409.2 ± 10.53 ab 403.2 ± 8.11 ab 390.6 ± 15.69 b

食事摂取量
（g/rat/35d） 588.4　± 25.91 a 567.8 ± 23.23 ab 548.2 ± 9.80 b 581.5 ± 20.94 ab

エネルギー摂取量
（kcal/rat/35d） 3020.93±133.01a 2903.64±118.81ab 2782.01±49.74 b 2928.27±105.45 ab

組織量（g /100g of body weight）
　肝臓 21.75±1.70 20.58±2.91 20.70±2.38 20.88±2.05  
　腎臓 3.19±0.33 3.08±0.20 3.11±0.17 2.85±0.17
　脂肪組織 8.85±1.32 a 7.23±1.01 b 7.01±0.51 b 6.25±0.95 b

表３　サツマイモ葉と高脂肪食の同時摂取が血漿中の脂質と血糖値および肝臓の脂質に及ぼす影響12）

平均値±標準偏差（n=７）．
同じ列で異なるアルファベットを記したものは有意に異なる（p＜0.05）．
HFD：高脂肪食、HFD+SPLP：高脂肪食＋サツマイモ葉粉末.

HFD
HFD +SPLP

1% 3% 5%
血漿
　中性脂肪（mg/dl） 178.63±44.76 a 134.08±44.41 ab 110.67±61.23 ab 66.96±35.29 b

　総コレステロール（mg/dl） 93.64±17.29 a 74.31± 6.31 b 76.43± 6.66 b 79.64±17.29 ab

　HDL－コレステロール （mg/dl） 63.46±10.37 57.48± 6.90 60.92± 8.90 61.85± 8.70
　グルコース （mg/dl） 139.53±19.30 a 120.99± 8.41 b 127.55± 7.31 a 124.74± 8.19 a

肝臓
　中性脂肪（mg/g） 95.27±10.51 118.94±14.12 110.68±15.08 111.14±28.32
　総コレステロール （mg/g） 8.57± 0.39 a 7.99± 0.94 a 7.49± 0.37 a 7.07± 1.03 b
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ら、食事で摂取した脂肪と糖の代謝メカニ
ズムをについてSPLがどのように作用す
るのか非常に興味深い。
　35日後のラット肝臓重量は各群間におい
て差がなかった（表２）が、肝臓に含まれ
るT-CHO値は、SPL５％群で有意差が認
められた（表３）。しかし、TGは群間の
差がなかった。今回の試験では、解剖時の
所見においてHFD食の全ての群において
肝臓に脂肪の蓄積を始めているように見え
たが、程度が軽度であったため、変化が見
えにくかったと考える。脂肪肝の主な原因
の一つは肥満とされており、今回の試験で
は、体重において十分に肥満を生じたため、
差が得られることを期待したが、肝臓自体
への変化は総コレステロールのみであっ
た。SPLの脂肪肝への影響は今後の課題で
ある。

４　血中の抗酸化能
　食餌摂取35日間後の血中抗酸化濃度は、

SPLの添加量が増加するにつれて濃度依存
的に増加し、SPL５％群でHFD群に対し
て有意差が得られた（図１）。
　野菜や果物に含まれる抗酸化物質である
フラボノイド類を摂取することで、血中抗
酸化能が上昇することは報告されてい
る14）。サツマイモ葉には、フラボノイドで
はないが、同じポリフェノール類である
CQAsが非常に多く含まれていることか
ら、これらのポリフェノール類が影響して
いると推測される。ただし、今回の試験は
サツマイモ葉の摂取であったため、ビタミ
ン類等の影響や、複合的な要素も排除でき
ない。そのため、次回はサツマイモ葉由来
のポリフェノールのみを与える試験を行い
たいと考えている。

５　おわりに
　以上の結果のように高脂肪食とサツマイ
モ葉の食事摂取がモデル動物への脂質代謝
を改善する効果が得られた。つまり、サツ

図１　サツマイモの葉と高脂肪食を同時摂取したラットの血漿中の抗酸化力に及ぼす影響12）

同じ列で異なるアルファベットを記したものは有意に異なる（p＜0.05）．
HFD：高脂肪食、HFD+SPLP：高脂肪食＋サツマイモ葉粉末.
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マイモ葉摂取が高脂血症を改善するかもし
れない手がかりを得たと考える。しかし、
この結果はあくまでモデル動物における効
果であり、ヒトでの結果はまだ得られてい
ない。現在、特定保健用食品の登録を行う
には商品別に消費者庁で審査される必要が
あり、ヒトでの効果の有無が重要視される
ことは言うまでもない。ヒト試験を行うに
は綿密な試験設計・被験者設定と潤沢な研
究資金が必要であり、そのハードルは非常
に高い。それでも社会への訴求効果を考慮
すると、サツマイモ葉の機能性の効果が、
今後ヒトにおいても確認されることを切に
願っている。さらに、今回の結果では均一
なモデル動物のラットでさえも個体差が認
められ、サツマイモ葉による影響の有意差
がつかない箇所がいくつかあった。ヒトに
おける機能性の効果はさらに個人差がでる
と容易に予想できる。サツマイモの栄養バ
ランスは作物の中でもとても良い。健康の
ためにサツマイモ塊根および茎葉を適度に
食べていただくのは推奨したいが、機能性
の効果が実感できないからといって、過剰
摂取はお勧めしない。他の機能性表示食品
や特定保健用食品による効果においても同
様である。医食同源という言葉のように、
機能性研究には食事で病気の予防ができる
のではないかという夢があるが、個人差と
いう壁も確実に存在している。これを少し
心に留めておいて頂けると、機能性研究者
たちはより研究に励みやすくなると思われ
る。
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